
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 108 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典 B 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 改訂版 古典 B」 （第一学習社） 

副教材等 

「わかる・読める・解ける Key ＆ Point 古文単語 330」（いいずな書店） 

「カラー版 新国語便覧」（第一学習社） 

「過程の演習 新国語問題集アシスト〔第 22集〕古文編」（京都書房） 

「改訂版 大学入学共通テスト演習 古典」（いいずな書店） 

「改訂版 これでわかる 明快古典文法」（いいずな書店） 

「改訂版 これでわかる 明快古典文法 必修ノート」（いいずな書店） 

「改訂版 これでわかる 明快古典文法 定着ノート」（いいずな書店） 

「基本セミナー漢文入門」(浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代を生きる私たちのものの見方、感じ方、考え方、それらの基礎を為し、それらを特徴づけてい

るものがそれぞれの国の伝統であり文化です。古典を学ぶことは、その伝統・文化に対する理解を

深めると共に、自らの感性を磨き、視野を広げ、人生を豊かにすることにつながります。高校一年

間の学習の中で、古典文法でつまずき、苦手意識を持ってしまった人もいるかもしれませんが、繰

り返し学習することで古典文法に慣れて下さい。またノートに写した本文を品詞分解することもお

勧めします。数作品するだけでも驚くほど文法がわかってくるでしょう。２年生の古典作品にはわ

くわくするような物語や生き生きとした人物像を描くものが数多く登場します。文法の壁を越えて

それらの面白味を味わって下さい。1年生の時と同じく、「予習」「授業」「復習」「問題集等の

自学自習」の４本柱を大切にしてまじめに学習に取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

① 古典文法を習得し、古典（古文・漢文）を読解する能力を養う。 

 ② 古典の読解を通して、日本の伝統・文化に対する理解を深める。 

 ③ 古典を通して、感性を磨き、視野を広げ、人生を豊かにする態度を身につける。 

 ④ 文化を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:読む能力 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・古典を通して

言語文化や伝統

に対する関心を

深め、国語を尊

重して、進んで

古典に親しもう

としている。 

・古典の様々な文章に描か

れている人物の心情や情景

をとらえ、音読や朗読など

を取り入れながら読み味わ

っている。 

・古典に表れた思想や感情

を的確に読み取り、ものの

見方、感じ方、考え方を深

めている。 

・日本文学の歴史的な変遷と現代につなが

る日本の伝統、美意識等について理解して

いる。 

・現代語と異なる語句、助動詞、助詞、敬

語などの文法について理解している。 

・漢文の訓読に必要な句形について理解し

ている。 

・中国と日本文化とのつながりについて理

解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

評
価
方
法 

・記述の確認（ノ

ート・ワークシ

ート等） 

・行動の観察（授

業態度・発表や

協議の様子等） 

・記述の確認及び分析 

・定期考査 

・記述の確認 

・行動の観察 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 

前
期 

第Ⅰ

章 

物
語
（二
） 

源氏物語「若紫」 

○ ○ ○ 

a:物語文学最高峰への興味関心を持ってい

る。 

b:古文特有の語に着目し、登場人物の行動

や細やかな心情を理解している。 

C:敬意の方向を中心とした敬語法を習得

し、王朝貴族の生活への理解を深めてい

る。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅱ
章 

日
記 

和泉式部日記 

「夢よりもはかなき世の中」 

○ ○ ○ 

a:『和泉式部日記』を読むことや、教材の

内容に興味・関心を持っている。 

b:話の展開と共に、筆者の心情を理解して

いる。 

c:敬語法・重要古語（ゆめ）・音便（あな

れ）などについて理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅱ

章 

日
記 

蜻蛉日記 

「うつろひたる菊」 

○ ○ ○ 

a:『蜻蛉日記』を読むことや、教材の内容

に興味・関心を持っている。 

b:筆者や兼家の心情を理解している。 

c:助動詞・重要古語（あさまし・さればよ

など）、当時の婚姻の慣習などについて

理解している。/日記文学や『蜻蛉日記』、

藤原道綱母について理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 
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第Ⅱ

章 

随
筆
（一
） 

枕草子 

「宮に初めて参りたるころ」 

○ ◎ ○ 

a:『枕草子』を読むことや、教材の内容に

興味・関心を持っている。 

b:話の展開や、人物の行動・心情を理解し

ている。 

c:敬語法・重要古語（わりなし・参るなど）・

助動詞「る」の意味識別、「なむ」の識

別などについて理解している。/『枕草子』

や、清少納言について理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅱ

章 

日
記 

紫式部日記「若宮誕生」 

○ ○ ○ 

a:『紫式部日記』を読むことや、教材の内

容に興味・関心を持っている。 

b:筆者が自己や他者をどう見つめているか

を読み取っている。 

c:助動詞･敬語法・重要古語（なのめなりな

ど）音便（深かなり）などについて理解

している。/『紫式部日記』や、紫式部に

ついて理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅱ

章 

評
論
（一
） 

無名草子 

「清少納言と紫式部」 

○ ○ ○ 

a:『無名草子』を読むことや、教材の内容

に興味・関心を持っている。 

b:作者の清少納言と紫式部への評価を読み

とっている。 

c:重要古語（優なり・心ばせなど）などに

ついて理解している。/『無名草子』につ

いて理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第
二
章 
物
語
（一
） 

源氏物語「須磨の秋」 

○ ◎ ○ 

a:『源氏物語』を読むことや、教材の内容

に興味・関心を持っている。 

b:物語の展開と登場人物の心情を理解して

いる。/和歌･自然表現などの表現の効果

について理解している。/虚構の中に普遍

的な人間性が表されていることを読み取

っている。 

c:助動詞・助詞・敬語法（尊敬の「奉る」）・

重要古語（まがふ・ゆゆしなど）・など

について理解している。/引歌・漢籍引用

などの修辞について理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅰ

章 

儒
家
の
思
想 

孟子「性善」 

○ ○ ○ 

a:儒家の思想や、教材の内容に興味・関心

を持っている。 

b:本文の流れや論理を理解している。 

c:訓点・助字・返読文字・多読多義語（若・

与など）の種類や用法を理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 
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後
期 

第Ⅱ

章 

物
語
（一
） 

源氏物語「紫の上の死」 

○ ◎ ○ 

a:『源氏物語』を読むことや、教材の内容

に興味・関心を持っている。 

b:物語の展開と登場人物の心情を理解して

いる。/虚構の中に普遍的な人間性が表さ

れていることを読み取っている。 

c:助動詞・助詞・敬語法・重要古語（をさ

をさ・よろし・ねたし・つらしなど）な

どについて理解している。/『源氏物語』

を頂点とする物語文学の系譜や文学史な

どについて理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅱ

章 

評
論
（一
） 

無名抄「深草の里」 

○ ○ ○ 

a:『無名抄』を読むことや、教材の内容に

興味・関心を持っている。 

b:俊恵の歌論の論旨を読み取っている。 

c:謙譲の「給ふ」について理解している。

『無名抄』や、俊恵・鴨長明について理

解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅱ

章 

評
論
（二
） 

玉勝間 

「兼好法師が詞のあげつら

ひ」 

○ ○ ○ 

a:近世評論を読むことや、教材の内容に興

味・関心を持っている。 

b:展開されている学問論を読み取ってい

る。 

c:重要古語（かこつ・せちなり）などにつ

いて理解している。/本居宣長や、国学に

ついて理解している。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

第Ⅱ

章 
評
論
（二
） 

去来抄 

「行く春を」「下京や」 

○ ○ ○ 

a:『去来抄』を読むことや、教材の内容に

興味・関心を持っている。 

b:展開される俳論の論旨を読み取ってい

る。 

c:副詞「をさをさ」「いかで」・紛らわし

い語の識別（「なむ」）俳諧の表現技法・

重要古語などについて理解している。/

蕉風俳諧や、『去来抄』について理解し

ている。 

発問 ・授業

時の反応・ノ

ー トへの記

述 ・指名読

み・小テスト・

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:読む能力   c:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

※ その単元で主として扱う国語の領域に関わる観点には◎を付している。 


